
山
下
琢
巳
著

『
水
害
常
襲
地
域
の
近
世
～
近
代

　
　
　
天
竜
川
下
流
域
の
地
域
構
造
一
』白

　
木
　
正
　
俊

　
周
知
の
ご
と
く
、
以
前
に
も
増
し
て
近
年
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
豪

雨
・
地
震
・
火
山
噴
火
等
の
自
然
災
害
は
、
従
来
の
想
定
を
超
え
た
大
規
模

な
も
の
で
あ
る
。
日
々
進
歩
す
る
諸
種
の
防
災
の
取
組
を
嘲
笑
す
る
か
の
ご

と
く
、
自
然
災
害
は
あ
る
日
突
然
甚
大
な
被
害
を
い
っ
と
き
に
及
ぼ
し
、
多

く
の
人
々
を
苦
悩
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
は
、
各
学
術
研
究
に
お
い
て

災
害
の
解
明
や
対
策
を
檀
常
的
課
題
と
し
て
進
捗
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

災
害
と
被
災
し
た
地
域
社
会
と
の
関
係
を
問
う
歴
史
研
究
も
そ
の
例
外
で
は

な
い
。

　
本
書
は
ま
さ
に
こ
れ
を
問
う
歴
史
研
究
害
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
歴
史
地
理

学
を
専
門
と
す
る
著
者
が
、
二
〇
〇
六
年
＝
～
月
に
筑
波
大
学
へ
提
出
し
た

学
位
論
文
を
も
と
に
、
か
つ
て
水
害
が
頻
発
し
た
天
竜
川
下
流
域
の
地
域
構

造
の
解
明
を
匿
的
に
ま
と
め
あ
げ
た
論
文
集
で
あ
る
。
水
害
頻
発
期
と
水
害

減
少
期
と
い
う
独
自
の
時
期
区
分
を
設
定
し
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の

農
産
物
、
生
業
、
社
会
的
結
合
関
係
の
変
化
に
注
目
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　
～
方
、
評
者
は
著
者
と
異
な
り
歴
史
学
（
日
本
近
現
代
史
）
を
専
門
と
す

る
。
よ
っ
て
、
で
き
る
だ
け
正
確
に
本
書
を
理
解
す
る
よ
う
に
努
め
た
が
、

学
問
上
の
方
法
の
相
違
か
ら
、
誤
っ
た
理
解
や
「
な
い
も
の
ね
だ
り
」
等
の

不
適
切
な
批
判
と
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
　
　
捌

は
御
寛
恕
を
願
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
さ
て
、
本
書
は
下
記
の
六
章
二
一
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章
　
序
章

　
第
一
節
　
研
究
の
目
的
と
視
点

　
第
二
節
　
既
往
の
水
害
地
域
研
究
と
そ
の
課
題

　
第
王
節
　
本
書
の
方
法
と
研
究
対
象
地
域

　
第
四
節
　
本
書
の
構
成

第
二
章
　
天
竜
川
下
流
域
の
水
害
史

　
第
一
節
　
開
発
初
段
階
の
天
竜
川
下
流
域

　
第
二
節
　
被
害
頻
発
地
点
の
変
転

第
王
章
　
水
害
頻
発
期
に
お
け
る
天
竜
川
下
流
域
の
存
立
構
造

　
第
一
筋
　
流
路
の
統
合
と
下
流
域
の
開
発

　
第
二
節
　
水
害
状
況
の
復
原
と
復
旧
の
特
徴

　
第
三
節
　
農
業
生
産
と
そ
の
特
徴

　
第
四
節
　
天
竜
川
下
流
域
に
お
け
る
水
防
組
合
の
意
味

　
第
五
節
水
害
頻
発
期
に
お
け
る
地
域
構
造

第
四
章
　
河
川
改
修
工
事
と
天
竜
川
下
流
域
へ
の
影
響

　
第
一
節
　
内
務
省
直
轄
河
川
改
修
工
事

　
第
二
節
　
土
木
工
事
専
門
業
者
の
進
出

　
第
三
節
　
水
防
組
合
の
活
動
と
そ
の
役
割

第
五
章
　
水
害
減
少
期
に
お
け
る
天
竜
川
下
流
域
の
地
域
構
造

　
第
一
節
　
農
業
生
産
と
村
落
構
造

　
第
二
節
　
材
木
流
逓
と
天
竜
川
の
機
能
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第
三
節
　
水
防
組
合
の
活
動
と
村
落
組
織

　
第
四
節
　
水
害
減
少
期
に
お
け
る
地
域
構
造

第
六
章
　
天
竜
川
下
流
域
に
お
け
る
地
域
構
造

　
第
一
節
　
地
域
像
の
提
示

　
第
二
節
　
水
害
常
襲
地
域
の
再
定
義
と
そ
の
意
味

　
第
三
節
　
今
後
の
課
題

　
　
あ
と
が
き

　
次
に
、
各
章
の
要
旨
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　
第
一
章
で
は
、
研
究
の
目
的
、
視
点
、
課
題
、
対
象
地
域
を
明
示
す
る
。

　
第
一
節
で
は
、
本
書
の
執
筆
の
目
的
と
し
て
、
水
害
常
襲
地
域
居
住
者
の

社
会
経
済
活
動
が
、
明
治
期
の
水
害
減
少
期
以
降
、
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た

の
か
を
解
明
す
る
こ
と
に
置
い
た
こ
と
を
示
す
。
そ
の
際
、
従
来
明
ら
か
で

な
か
っ
た
地
域
構
造
を
描
く
た
め
、
「
水
害
時
」
と
「
平
時
」
と
の
区
別
、

明
治
以
降
の
欧
米
の
治
水
技
術
導
入
に
よ
る
河
川
改
修
工
事
、
大
都
市
の
発

農
、
輸
送
手
段
の
整
備
に
伴
う
農
作
物
の
生
産
と
市
場
の
拡
大
等
を
考
慮
し
、

多
面
的
に
考
察
し
た
と
す
る
。

　
第
二
節
で
は
、
河
川
工
学
的
視
点
、
災
害
史
的
視
点
、
地
理
学
的
視
点
に

整
理
し
た
先
行
研
究
の
成
果
と
問
題
点
を
踏
ま
え
、
時
間
軸
を
設
定
し
な
が

ら
地
域
を
動
態
的
に
捉
え
、
水
害
頻
発
期
に
お
け
る
水
害
が
発
生
し
な
か
っ

た
年
や
水
害
減
少
期
を
考
察
の
対
象
と
し
、
地
域
の
主
体
的
な
動
き
に
注
目

し
つ
つ
、
明
治
期
の
治
水
事
業
や
鉄
道
の
開
通
を
外
的
要
因
と
し
て
、
地
域

構
造
の
変
容
を
検
討
し
た
と
自
身
の
研
究
を
位
遣
付
け
た
。

　
第
三
節
で
は
、
天
竜
川
下
流
域
の
自
然
条
件
や
農
業
的
土
地
利
用
の
特
徴

を
、
東
海
道
本
線
を
縦
断
す
る
一
三
の
代
表
的
河
川
下
流
域
と
比
較
し
、
水

田
比
率
が
低
く
、
田
畑
の
面
積
が
ほ
ぼ
同
率
で
あ
る
点
を
同
流
域
の
特
徴
と

捉
え
、
第
二
章
以
降
に
展
開
す
る
本
書
の
構
成
の
概
要
を
示
し
た
。

　
第
二
章
で
は
、
古
代
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
至
る
天
竜
川
下
流
域
の
水
害
年

表
を
も
と
に
水
害
が
多
発
す
る
時
期
を
示
し
、
被
害
地
点
が
変
化
す
る
こ
と

を
社
会
経
済
状
況
と
の
関
連
で
説
明
す
る
。

　
第
一
節
で
は
、
天
正
期
に
左
岸
に
開
削
し
た
寺
谷
用
水
を
守
る
た
め
、
近

世
に
乱
流
路
を
遊
水
地
と
し
て
残
す
関
東
流
の
治
水
が
右
岸
に
実
施
さ
れ
た

た
め
、
右
岸
に
水
害
が
多
発
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
第
二
節
で
は
、
　
～
八
世
紀
に
天
竜
川
の
本
流
路
が
移
動
し
、
下
流
域
中
央

部
の
両
岸
で
水
害
が
増
加
し
た
た
め
、
右
岸
の
遊
水
地
を
廃
し
て
連
続
堤
防

に
よ
り
河
道
を
固
定
す
る
紀
州
流
の
治
水
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
一
九
世
紀
に
至
る
と
下
流
域
三
部
で
も
洪
水
が
増
加
し
、
幕
末
期
以

降
、
中
央
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
破
堤
が
増
え
た
が
、
そ
の
原
因
を
未
発
達

な
土
木
技
術
（
申
央
部
は
連
続
堤
防
、
南
部
は
輪
中
堤
防
）
に
求
め
る
。
更

に
、
一
八
八
五
年
か
ら
内
務
省
直
轄
の
第
一
次
改
修
工
事
が
下
流
域
北
部
と

中
央
部
流
身
の
堤
防
の
改
良
補
強
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
た
め
、
工
事
後
水

害
が
半
減
し
、
　
［
九
一
一
年
の
水
害
を
契
機
に
第
二
次
改
修
工
事
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
で
、
基
礎
や
法
面
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
に
よ
っ
て
補
強
改
良
さ
れ

た
と
す
る
。

　
第
三
章
で
は
、
近
世
の
水
害
頻
発
期
を
中
心
と
す
る
天
竜
川
下
流
域
の
地

域
構
造
を
解
明
す
る
。

　
第
一
節
で
は
、
絵
図
を
も
と
に
慶
安
期
に
築
堤
の
彦
助
堤
に
よ
り
締
め
切

ら
れ
た
右
岸
北
部
分
流
点
周
辺
の
景
観
復
原
を
試
み
る
。
す
な
わ
ち
、
主
流
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は
左
岸
の
磐
田
原
台
地
西
麓
を
流
れ
、
右
岸
は
増
水
時
の
み
通
水
し
通
常
は

河
原
の
流
路
と
中
洲
が
広
が
り
、
彦
助
堤
は
右
岸
の
川
筋
全
体
に
断
続
的
に

築
か
れ
た
堤
防
で
あ
っ
た
。
堤
防
を
維
持
管
理
す
る
村
が
通
常
の
賦
役
と
引

き
換
え
に
右
岸
の
治
水
を
担
う
と
と
も
に
、
乱
流
路
の
締
切
に
伴
い
、
住
民

は
水
害
の
危
険
性
が
低
い
と
見
な
し
た
中
洲
や
旧
河
床
を
開
墾
し
、
農
地
と

し
て
積
極
的
に
利
用
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
第
二
節
で
は
、
一
九
世
紀
の
水
害
、
起
返
、
土
地
利
用
の
変
化
を
主
と
し

て
絵
図
や
台
帳
か
ら
読
み
解
く
。
西
堀
村
・
岡
村
・
松
本
村
・
宮
本
村
・
匂

坂
中
之
郷
村
等
の
水
害
後
の
農
地
被
害
・
土
地
利
用
・
起
返
面
積
・
土
砂
流

入
・
年
貢
の
割
付
石
高
及
び
そ
の
減
免
の
変
化
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
し
、

水
害
か
ら
農
地
へ
の
復
旧
は
、
水
田
よ
り
畑
地
に
重
点
が
置
か
れ
、
地
目
を

水
田
か
ら
畑
地
に
転
換
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
実
証
し
た
。

　
第
三
節
で
は
、
近
世
に
お
い
て
綿
が
商
晶
作
物
と
し
て
積
極
的
に
栽
培
さ

れ
た
こ
と
を
展
開
す
る
。
当
該
地
に
て
浸
水
の
危
険
性
が
低
い
微
高
地
で
生

産
性
が
高
い
上
畑
を
重
点
的
に
利
用
し
、
冬
作
の
土
類
や
雑
穀
に
加
え
、
夏

季
に
綿
を
積
極
的
に
商
痛
作
物
と
し
て
栽
培
、
全
国
的
市
場
を
見
越
し
た
取

引
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
幕
末
期
に
は
根
菜
類
等
の
疏

菜
が
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
、
沿
岸
住
民
の
強
固
な
存
立
基
盤
と
な
っ
た
と
指
摘

し
た
。

　
第
四
節
で
は
、
近
世
後
期
の
平
時
の
水
防
工
事
は
、
幕
府
負
担
の
御
普
請

に
よ
り
、
村
域
内
に
堤
防
を
有
す
る
三
々
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
。

特
に
…
八
三
一
年
結
成
の
天
保
水
防
組
は
、
治
水
・
利
水
の
利
害
を
共
有
す

る
多
数
の
流
域
の
島
々
か
ら
成
っ
た
が
、
村
内
に
堤
塘
を
含
む
「
用
附
村
」

と
含
ま
な
い
「
内
郷
村
」
に
分
か
れ
、
各
々
提
供
す
る
人
員
や
資
材
の
負
担

率
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
御
普
請
が

各
藩
に
還
元
さ
れ
る
現
金
収
入
に
な
り
、
水
害
の
危
険
が
高
い
村
ほ
ど
幕
府

捻
出
の
経
済
的
還
元
を
得
や
す
い
構
造
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
点

に
あ
る
。

　
第
五
節
で
は
、
前
四
節
を
小
冒
し
、
水
害
頻
発
期
の
地
域
構
造
を
要
約
し

た
。
す
な
わ
ち
、
天
竜
川
下
流
域
の
土
地
利
用
の
基
本
は
、
自
然
堤
防
上
に

立
地
す
る
集
落
と
畑
地
、
旧
低
水
路
の
水
田
で
あ
っ
た
。
水
田
は
常
に
水
害

の
危
険
が
あ
る
た
め
、
洪
水
時
に
遊
水
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
土
砂
の
流
入

量
が
多
い
た
め
復
旧
は
余
り
進
展
し
な
か
っ
た
が
、
畑
地
で
は
冬
作
の
麦
と

夏
作
の
雑
穀
・
豆
類
、
綿
や
疏
菜
等
が
商
品
作
物
と
し
て
栽
培
さ
れ
た
。
特

に
綿
は
全
国
的
に
流
通
す
る
重
要
な
商
品
作
物
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
生
育
は

水
害
に
左
右
さ
れ
た
。
下
流
域
で
組
織
さ
れ
た
水
防
組
合
は
、
増
水
時
に
は

自
普
請
で
水
防
工
事
を
行
っ
た
が
、
平
時
に
は
幕
府
が
費
用
を
負
担
す
る
御

普
請
に
よ
り
堤
防
を
維
持
補
修
し
た
。
御
普
請
に
よ
る
工
事
は
水
防
組
合
を

通
じ
て
下
流
域
住
民
に
現
金
収
入
を
保
障
し
た
。
こ
れ
ら
の
検
証
か
ら
、
著

者
は
、
水
防
活
動
や
土
木
作
業
が
、
集
落
の
範
囲
を
越
え
た
地
域
の
統
一
さ

れ
た
意
思
と
し
て
、
下
流
域
住
民
を
共
逓
の
生
活
サ
イ
ク
ル
に
組
み
込
み
、

強
固
に
結
び
つ
く
地
域
の
存
立
基
盤
を
形
成
し
た
と
結
論
づ
け
る
。

　
第
四
章
で
は
、
明
治
中
期
の
内
務
省
直
鰭
の
河
川
改
修
工
事
が
地
域
構
造

を
変
容
さ
せ
る
最
大
の
要
因
で
あ
る
と
し
、
近
代
的
治
水
技
術
や
工
事
を
統

括
す
る
組
織
や
人
物
に
注
冒
す
る
。

　
第
一
節
で
は
、
明
治
前
期
の
河
川
行
政
を
規
定
し
た
河
港
道
路
修
築
規
則

等
の
諸
法
令
を
踏
ま
え
、
　
一
八
八
四
年
か
ら
内
務
省
が
直
轄
で
施
工
し
た
第

一
次
改
修
工
事
の
特
徴
を
、
南
部
の
掛
塚
付
近
を
中
心
に
明
ら
か
に
す
る
。

こ
の
工
事
の
費
用
は
、
国
が
河
道
と
河
床
の
改
修
、
県
が
堤
防
の
改
修
に
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評書

各
々
限
定
し
て
支
出
す
る
計
画
で
あ
り
、
県
は
全
体
の
四
分
の
一
を
支
出
す

る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、
大
規
模
な
集
落
移
転
や
農
地
買
収
を
見
込
め
ず
、

水
害
を
完
全
に
除
去
で
き
る
堤
防
を
構
築
で
き
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
同
工

事
を
南
部
で
急
所
の
堤
防
を
補
強
す
る
程
度
の
「
対
処
療
法
」
的
改
良
と
評

し
た
。

　
第
二
節
で
は
、
第
一
次
改
修
工
事
を
担
当
し
た
団
体
や
個
人
（
請
負
人
）
、

工
事
契
約
の
内
容
を
検
討
し
、
人
員
資
材
の
調
達
者
、
現
場
で
の
施
工
者
、

水
防
組
合
の
三
者
が
複
雑
に
絡
み
合
う
分
業
体
制
を
取
り
、
限
ら
れ
た
予
算

と
時
間
の
中
で
工
区
ご
と
に
水
防
組
合
と
請
負
の
土
木
業
者
が
効
率
よ
く
工

事
を
遂
行
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
請
負
業
者
な
し
に
施
工
不
能
と
な

っ
た
こ
と
、
工
事
に
動
員
さ
れ
た
人
々
が
周
旋
業
者
を
介
し
て
遠
州
東
部
か

ら
来
た
こ
と
に
注
引
し
、
受
益
者
の
下
流
域
住
民
だ
け
が
工
事
に
従
事
し
利

益
を
得
た
近
世
の
御
普
請
と
は
異
な
る
新
た
な
経
済
的
還
元
構
造
を
見
出
し

た
。　
第
三
節
で
は
、
明
治
中
後
期
の
水
防
組
合
の
活
動
は
、
近
世
と
同
様
に
村

単
位
の
出
役
体
制
に
よ
り
存
続
す
る
が
、
組
合
加
入
の
村
請
工
事
で
は
な
く
、

請
負
人
に
よ
る
工
事
が
　
般
的
と
な
り
、
下
流
域
住
民
が
請
負
人
と
個
々
に

結
ん
だ
契
約
に
従
っ
て
、
工
事
に
参
加
す
る
形
態
に
変
化
し
た
と
す
る
。
更

に
、
東
下
水
防
組
合
長
で
衆
議
院
議
員
等
を
兼
任
し
た
大
橋
頼
模
の
政
治
活

動
を
彼
の
日
記
に
よ
り
丹
念
に
分
析
し
、
治
水
政
策
に
つ
い
て
政
府
へ
の

「
圧
力
団
体
」
的
な
活
動
を
、
水
防
組
合
と
し
て
本
来
行
う
現
場
で
の
活
動

と
著
し
く
乖
離
し
た
目
的
を
持
つ
も
の
と
評
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
組
合
長

の
大
橋
を
、
本
来
の
職
務
で
あ
る
天
竜
川
の
水
防
業
務
の
指
揮
を
代
理
人
に

委
任
し
、
問
川
の
み
な
ら
ず
県
全
体
の
主
要
河
川
の
治
水
政
策
に
つ
い
て
地

域
の
意
見
を
醜
語
の
う
え
政
府
に
請
願
す
る
地
方
利
益
誘
導
型
の
政
治
家
と

位
置
づ
け
た
。

　
第
五
章
で
は
、
水
害
が
減
少
し
た
第
～
次
改
修
工
事
終
了
後
の
地
域
構
造

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
第
～
節
で
は
、
明
治
中
後
期
以
降
の
主
要
農
作
物
の
変
化
を
分
析
す
る
。

自
然
堤
防
上
の
畑
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
綿
は
、
イ
ン
ド
か
ら
安
価
な
綿
が
輸

入
さ
れ
た
た
め
衰
退
し
、
代
わ
っ
て
、
栽
培
が
容
易
で
あ
っ
た
遠
州
四
品

（
ヘ
チ
マ
・
シ
ョ
ウ
ガ
・
ト
ウ
ガ
ラ
シ
・
ラ
ッ
カ
セ
イ
）
が
輸
出
目
的
で
広

く
栽
培
さ
れ
た
と
す
る
。
ま
た
、
同
地
の
集
約
的
農
業
は
イ
モ
類
、
豆
類
、

ナ
ス
・
カ
ボ
チ
ャ
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ス
ゲ
・
フ
ト
イ
等
の
法
覆
類
に
拡
大
し
、

大
正
宋
期
に
は
温
室
導
入
に
よ
り
キ
ュ
ウ
リ
・
メ
ロ
ン
・
バ
ラ
等
の
促
成
栽

培
を
行
う
ま
で
に
発
展
し
た
こ
と
を
示
し
た
。
更
に
、
明
治
後
期
に
見
ら
れ

た
肥
料
の
購
入
や
遠
州
四
品
の
出
荷
に
鉄
道
を
使
用
し
た
広
域
の
流
通
関
係

が
、
昭
和
初
期
の
温
室
園
芸
の
集
荷
組
合
に
引
き
継
が
れ
、
同
地
の
農
業
が

従
来
の
天
竜
用
下
流
域
か
ら
遠
州
地
方
と
い
う
よ
り
広
域
の
地
縁
的
結
合
を

必
要
と
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
第
二
飾
で
は
、
材
木
流
通
と
流
出
材
の
処
理
と
帰
属
に
つ
い
て
検
討
し
、

流
失
材
の
処
理
を
対
処
し
た
天
竜
川
材
木
同
業
組
合
が
、
流
失
材
を
拾
い
上

げ
た
個
人
に
謝
礼
と
保
安
料
を
支
払
う
と
と
も
に
、
下
流
域
を
～
四
の
区
域

に
分
割
し
、
区
域
ご
と
に
収
集
請
負
人
を
決
定
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
集
落
単
位
で
行
っ
て
い
た
流
失
材
の
処
理
が
、
明
治
中
期
以
降
、

そ
の
増
加
の
た
め
集
落
の
み
で
対
応
不
能
と
な
り
、
漂
着
地
点
に
関
係
な
く

沿
岸
住
民
が
競
っ
て
流
出
材
を
収
拾
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。
こ
の
背

景
に
は
、
同
組
合
が
大
量
の
流
失
材
拾
得
に
多
額
の
報
酬
を
支
払
い
、
沿
岸

住
民
の
貴
重
な
現
金
収
入
と
な
っ
た
事
情
が
あ
り
、
流
失
材
の
帰
属
を
め
ぐ
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り
対
岸
の
村
間
で
訴
訟
が
起
こ
る
な
ど
、
流
失
材
の
処
理
が
権
利
と
し
て
確

立
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
第
三
節
で
は
、
一
九
一
一
年
に
起
こ
っ
た
大
水
害
に
十
分
に
対
処
で
き
ず
、

求
心
力
を
失
い
弱
体
化
し
た
水
防
組
合
の
実
情
を
明
ら
か
に
す
る
。
す
な
わ

ち
、
同
規
格
で
画
一
的
な
連
続
堤
防
を
築
い
た
内
務
省
直
轄
の
第
一
次
改
修

工
事
は
、
大
洪
水
を
著
し
く
減
少
さ
せ
た
が
、
沿
岸
住
民
が
認
知
し
て
い
た

決
壊
の
危
険
箇
所
と
そ
う
で
な
い
箇
所
と
の
区
別
も
な
く
し
た
た
め
、
従
来

の
堤
防
跡
地
を
耕
地
化
す
る
動
き
が
生
じ
る
な
ど
、
流
域
住
民
の
堤
防
に
対

す
る
霞
衛
意
識
を
希
薄
に
し
た
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
想
定
外
の
地
点
に
お

い
て
堤
防
が
決
壊
し
た
一
九
一
一
年
水
害
で
は
、
村
費
の
水
防
活
動
へ
の
か

か
わ
り
方
は
消
極
的
で
、
水
防
組
合
は
十
分
な
人
員
と
資
材
を
調
達
で
き
ず
、

代
わ
っ
て
、
第
一
次
改
修
工
事
を
施
工
し
た
請
負
の
専
門
業
者
が
、
復
旧
工

事
の
施
工
者
と
し
て
現
場
を
取
り
仕
切
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。

　
第
四
節
で
は
、
水
害
減
少
期
の
地
域
構
造
の
特
徴
を
頻
発
期
と
対
比
さ
せ
、

前
三
節
を
次
の
よ
う
に
小
浮
す
る
。
す
な
わ
ち
、
天
竜
珊
下
流
域
の
沿
岸
住

民
は
、
水
害
頻
発
期
に
は
、
浸
水
程
度
が
低
く
中
洲
状
に
広
が
る
自
然
堤
防

上
の
土
地
を
住
居
と
畑
、
浸
水
の
危
険
が
大
き
い
網
状
の
旧
低
水
路
を
水
田

と
し
て
、
各
々
使
用
し
た
。
平
時
に
は
畑
地
に
て
商
品
作
物
を
栽
培
し
重
要

な
収
入
源
と
し
、
水
害
時
・
平
時
双
方
に
お
い
て
水
防
組
合
の
活
動
か
ら
還

元
さ
れ
る
利
益
を
存
立
基
盤
と
し
た
た
め
、
流
域
と
い
う
自
然
条
件
を
前
提

と
し
た
生
活
サ
イ
ク
ル
を
共
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
内
務
省
が
第
一
次
改

修
工
事
に
よ
り
近
代
的
治
水
工
法
に
よ
る
堤
防
を
築
い
た
た
め
流
路
が
固
定

さ
れ
た
水
害
減
少
期
に
は
、
水
防
組
合
は
経
済
的
還
元
の
意
味
を
喪
失
し
た

た
め
形
骸
化
し
、
沿
岸
住
民
は
自
然
堤
防
上
の
肥
沃
な
畑
地
に
遠
州
四
品
等

の
疏
菜
を
栽
培
し
、
出
荷
組
合
等
の
強
固
な
農
業
組
織
を
発
達
さ
せ
た
。
そ

の
た
め
、
旧
来
の
生
活
サ
イ
ク
ル
が
分
解
し
、
個
々
が
選
択
し
た
農
作
物
や

農
業
形
態
に
属
す
る
組
織
内
で
の
連
帯
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
天
竜
川
を
輸
送
路
と
す
る
材
木
流
通
が
発
達
し
、
村
域
内
に
お
け
る

天
竜
川
の
有
無
が
流
失
材
拾
得
の
権
利
を
規
定
し
、
住
民
の
天
竜
川
と
の
関

係
は
河
道
と
堤
防
か
ら
の
距
離
に
応
じ
て
規
定
さ
れ
た
と
結
論
づ
け
る
。

　
第
六
章
で
は
、
前
章
ま
で
に
解
明
し
た
天
竜
川
下
流
域
の
地
域
構
造
を
ま

と
め
再
定
義
す
る
。
著
者
は
、
先
行
研
究
が
水
害
頻
発
期
の
「
水
害
時
」
だ

け
に
注
澄
し
て
き
た
こ
と
へ
の
反
省
に
立
ち
、
同
期
の
「
平
時
」
こ
そ
が
地

域
を
存
立
さ
せ
、
水
害
減
少
期
の
「
憧
常
的
な
平
時
」
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
こ
と
を
解
明
し
た
こ
と
が
、
自
身
の
研
究
の
特
徴
で
あ
る
と
位
置
づ
け

る
。
す
な
わ
ち
、
水
害
減
少
期
に
地
域
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
外
的
要
因
は

明
治
中
期
以
降
の
河
川
改
修
工
事
で
あ
る
が
、
す
で
に
頻
発
期
か
ら
地
域
内

に
て
極
限
に
ま
で
変
化
を
助
長
す
る
潜
在
力
（
従
来
の
地
域
的
協
業
体
制
と

は
相
容
れ
な
い
合
理
性
を
重
視
し
た
産
業
の
広
域
的
組
織
化
）
を
内
包
し
、

そ
れ
が
水
害
の
減
少
と
同
時
に
一
気
に
花
開
い
た
と
理
解
す
る
。
ま
た
、
水

害
の
減
少
に
よ
り
水
防
組
合
へ
の
労
働
力
提
供
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
で
、

住
民
の
共
通
の
生
活
サ
イ
ク
ル
に
生
じ
た
様
々
な
「
余
剰
」
が
時
間
的
余
裕

を
生
み
出
し
、
潜
在
力
の
強
化
を
可
能
に
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
「
余
剰
」

を
有
し
た
水
防
組
合
は
流
域
佐
民
の
意
見
を
統
合
し
、
そ
の
強
力
な
代
弁
者

と
し
て
国
政
に
政
治
家
（
大
橋
頼
模
）
を
送
り
込
む
母
体
と
な
り
、
内
務
省

直
轄
工
事
の
河
川
選
定
で
は
地
元
に
有
利
に
な
る
よ
う
大
き
な
影
響
力
を
発

揮
し
た
と
す
る
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
、
地
域
構
造
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
外

的
要
因
で
あ
る
同
工
事
が
偶
発
性
の
産
物
で
は
な
く
、
水
防
組
合
と
い
う
地

域
構
成
因
子
が
積
極
的
に
誘
致
（
「
場
」
の
選
定
）
に
か
か
わ
っ
た
結
果
で
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評錫ヒ

日

あ
る
と
高
く
評
価
し
た
。

　
以
上
、
本
書
の
要
旨
を
各
週
ご
と
に
ま
と
め
た
が
、
著
者
が
膨
大
な
文
献

や
資
料
に
目
を
通
し
、
長
期
の
時
問
軸
を
設
定
し
解
明
し
た
天
竜
川
下
流
域

の
地
域
構
造
は
一
定
の
説
得
力
を
有
し
、
水
害
と
地
域
社
会
と
の
関
係
を
問

う
今
後
の
歴
史
研
究
に
お
い
て
、
専
門
分
野
を
問
わ
ず
無
視
で
き
な
い
存
在

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
歴
史
挙
が
軽
視
し
が
ち
な
近
代
化
に
伴
う
各
産

業
の
空
間
的
広
が
り
に
着
目
し
、
社
会
的
結
合
関
係
の
変
化
を
導
き
出
し
た

手
法
は
、
評
者
が
大
い
に
学
ぶ
べ
き
点
で
あ
っ
た
。
何
よ
り
も
水
害
が
な
い

「
平
時
」
に
注
目
し
、
沿
岸
住
民
の
日
常
生
活
を
構
成
す
る
諸
種
の
因
子
に

分
解
し
た
う
え
で
非
露
常
的
に
生
じ
る
水
害
と
の
関
係
を
解
明
し
た
点
は
、

水
害
を
地
域
社
会
に
お
け
る
事
件
と
見
な
し
、
水
害
の
前
後
の
み
を
短
期
間

の
時
間
軸
の
中
で
解
明
す
る
歴
史
研
究
と
～
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
社
会
史
的
手
法
は
地
域
社
会
を
よ
り
動
態
的
に
描
く
の
に
有
効
な

手
段
で
あ
り
、
今
後
継
承
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
評
者
は
本
書
が
明
ら
か
に
し
た
論
旨
に
つ
い
て
、
下
記
の
批
判

を
加
え
て
お
き
た
い
。

　
第
～
に
、
天
竜
川
の
治
水
（
防
災
）
と
沿
岸
住
民
と
の
関
係
を
重
視
す
る

一
方
で
、
簸
川
の
利
水
（
恩
恵
）
と
沿
岸
住
民
と
の
関
係
の
解
明
が
不
十
分

な
点
で
あ
る
。
著
者
は
材
木
を
運
搬
す
る
輸
送
路
と
し
て
利
水
を
重
視
す
る

が
、
天
竜
川
が
沿
岸
住
民
に
与
え
る
生
活
用
水
・
農
業
用
水
と
し
て
の
側
面

を
検
証
し
て
い
な
い
。
一
般
に
通
水
量
が
多
い
河
川
沿
岸
の
住
民
は
、
水
害

を
引
き
起
こ
す
対
象
と
し
て
の
み
河
川
を
見
な
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、

制
御
で
き
る
な
ら
ば
河
水
を
自
ら
の
生
活
に
有
用
に
取
り
入
れ
て
き
た
。
水

害
頻
発
期
か
ら
減
少
期
に
生
じ
た
農
地
利
用
の
変
化
に
伴
い
、
沿
岸
住
民
は

耕
作
や
栽
培
に
必
要
な
農
業
用
水
の
取
得
方
法
を
ど
の
よ
う
に
変
え
た
の
か
、

そ
の
点
の
解
明
が
重
要
で
あ
る
。
治
水
と
利
水
の
双
方
を
論
じ
て
こ
そ
、
大

河
川
が
流
域
住
民
に
対
し
て
持
つ
意
味
を
よ
り
多
角
的
に
把
握
で
き
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
二
に
、
著
者
は
地
域
構
造
の
把
握
に
つ
い
て
、
地
域
内
部
に
「
直
接
自

に
見
え
な
い
何
ら
か
の
秩
序
」
を
見
出
す
こ
と
と
し
た
う
え
で
、
地
域
を
構

成
す
る
因
子
の
結
合
関
係
や
複
数
の
地
域
間
に
存
在
す
る
相
互
関
係
と
定
義

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
著
書
が
示
し
た
地
域
構
造
の
変
容
と
は
、
農

地
利
用
の
地
理
的
分
布
と
組
織
原
理
を
異
に
す
る
産
業
組
織
の
広
が
り
の
変

化
と
し
か
読
み
取
れ
な
い
点
で
あ
る
。
評
者
は
、
地
域
構
造
と
は
上
記
の
概

念
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
栢
互
問
で
重
視
さ
れ
る
秩
序
か
ら
生
じ
る
政
治
的

経
済
的
な
上
下
優
劣
等
の
関
係
ま
で
を
示
す
概
念
と
理
解
し
て
い
る
。
よ
っ

て
、
共
通
の
生
活
サ
イ
ク
ル
を
有
し
て
い
た
沿
岸
住
民
が
、
水
害
減
少
期
に

個
別
の
産
業
の
合
理
性
に
よ
り
以
前
よ
り
広
域
の
地
縁
的
組
織
を
必
要
と
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
更
に
そ
の
変
化
が
も

た
ら
し
た
地
域
社
会
内
の
政
治
的
経
済
的
上
下
関
係
や
地
域
社
会
秩
序
の
変

容
を
解
明
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
水
害
減
少
期
に
転
じ
る
こ
と
で
如
何

な
る
秩
序
が
重
視
さ
れ
、
如
何
な
る
地
域
・
階
層
・
職
層
の
人
々
が
有
力
と

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
著
者
が
重
視
し
た
同
業
組
合
の
社
会
的
結

合
の
優
位
性
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
誕
生
し
た
村
・
郡
・

県
・
農
会
等
の
行
政
組
織
と
の
比
較
や
こ
れ
ら
が
主
導
し
た
農
村
振
興
策
と

の
検
討
を
要
す
る
。

　
第
三
に
、
沿
岸
秀
美
の
全
収
入
に
占
め
る
各
費
目
の
割
合
を
検
証
し
て
い

な
い
点
で
あ
る
。
著
者
が
重
視
す
る
水
害
頻
発
期
の
綿
生
産
の
収
入
や
水
防
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組
合
に
よ
る
経
済
的
還
元
、
減
少
期
に
お
け
る
疏
菜
栽
培
や
流
出
材
拾
得
か

ら
得
る
収
入
は
、
各
村
各
戸
の
収
入
全
体
の
中
で
ど
の
程
度
重
き
を
成
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
検
証
な
く
し
て
、
住
民
の
共
通
の
生
活
サ
イ
ク

ル
を
変
え
た
と
ま
で
評
価
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、

本
書
掲
載
の
図
表
か
ら
著
者
の
主
張
を
反
証
す
る
結
論
も
導
き
出
せ
る
か
ら

で
あ
る
。
著
者
は
遠
州
四
品
が
稲
作
よ
り
も
純
益
率
が
高
い
有
力
な
商
品
作

物
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
が
、
表
五
一
二
で
は
一
九
一
一
年
の
中
ノ
町
・

和
田
・
飯
田
三
村
の
米
と
麦
の
作
付
面
積
は
遠
州
四
品
の
五
～
一
〇
倍
に
相

当
し
、
仮
に
純
益
率
が
高
か
っ
た
と
し
て
も
、
同
地
の
農
業
収
入
の
大
半
は

米
と
麦
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
更
に
、
表
一
－
一
か
ら
一
九
五

〇
年
に
至
っ
て
も
水
田
面
積
は
半
分
以
上
を
占
め
、
他
地
域
よ
り
同
面
積
比

が
小
さ
か
っ
た
と
は
言
え
、
主
要
な
農
産
物
は
依
然
と
し
て
米
で
あ
っ
た
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
よ
っ
て
、
水
害
減
少
期
以
降
の
同
地
の
農
業
と
し
て
最

初
に
解
明
す
べ
き
は
米
の
生
産
と
流
通
の
構
造
で
あ
り
、
そ
れ
を
前
提
と
し

た
疏
菜
栽
培
等
の
検
証
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
四
に
、
天
竜
川
下
流
域
の
地
域
構
造
の
学
術
的
位
置
づ
け
と
類
型
化
を

欠
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
著
者
が
設
定
し
た
水
害
頻
発
期
と
減
少
期
と
い
う

時
期
区
分
に
従
っ
て
、
天
竜
川
下
流
域
の
地
域
構
造
を
同
時
代
に
内
務
省
直

韓
で
改
修
さ
れ
た
他
の
水
害
常
襲
河
川
（
淀
川
・
利
根
川
等
）
と
比
較
し
た

時
、
ど
の
よ
う
な
枠
組
で
共
遇
点
と
相
違
点
を
抽
出
で
き
、
類
型
化
で
き
る

で
あ
ろ
う
か
。
更
に
相
違
点
は
如
何
な
る
理
由
で
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
見
通
し
を
示
し
て
こ
そ
、
個
別
事
例
研
究
の
範
曜
を
越
え
た
学
術
研
究

と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
五
に
、
二
次
資
料
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
一
次
資
料
を
確
認
し
て
い
な

い
箇
所
が
多
い
点
で
あ
る
。
主
張
の
根
幹
と
な
る
事
実
を
実
証
す
る
際
に
、

『
磐
田
市
史
』
『
浜
松
市
史
幽
『
浜
北
市
史
㎏
等
の
平
成
期
以
降
に
刊
行
さ
れ

た
自
治
体
史
を
そ
の
ま
ま
出
典
や
注
に
記
載
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ

ら
の
自
治
体
史
に
掲
載
さ
れ
た
資
料
の
原
本
や
写
真
は
、
編
纂
時
に
収
集
の

拠
点
と
な
っ
た
地
元
の
資
料
館
や
博
物
館
等
に
保
管
さ
れ
、
申
請
手
続
を
行

え
ば
、
閲
覧
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。
特
に
通
史
編
掲
載
の
図
表
は
、
一
般

読
者
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
　
一
次
資
料
か
ら
掲
載
に
必
要
な
箇
所
だ
け
を
抜

粋
し
た
り
、
数
値
を
省
略
ま
た
は
合
算
す
る
な
ど
の
加
工
を
施
し
て
い
る
場

合
が
多
い
の
で
、
一
次
資
料
を
確
認
す
る
と
、
掲
載
の
図
表
か
ら
読
み
取
れ

な
い
事
実
や
通
史
編
の
叙
述
と
は
異
な
っ
た
解
釈
を
得
る
場
合
が
あ
る
。
後

年
の
批
判
に
堪
え
う
る
た
め
に
も
、
可
能
な
限
り
原
本
と
な
る
～
次
資
料
に

立
ち
返
る
こ
と
を
望
む
。

　
以
上
、
本
書
へ
の
批
判
を
あ
げ
た
が
、
そ
れ
は
本
書
の
学
術
的
価
値
を
疑

め
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
は
全
く
な
い
。
む
し
ろ
、
本
書
が
明
ら
か
に

し
た
水
害
頻
発
期
の
水
防
組
合
の
自
衛
意
識
や
協
業
体
制
、
大
橋
頼
模
が
近

代
治
水
を
積
極
的
に
誘
致
し
よ
う
と
し
た
政
治
運
動
は
、
学
術
的
価
値
を
越

え
て
、
今
日
再
び
水
害
が
頻
発
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て

水
害
と
は
無
縁
と
感
じ
て
い
る
人
々
に
、
多
く
の
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
に

思
う
。

　
　
　
（
A
5
朝
　
二
七
七
頁
　
二
〇
一
五
年
一
月
　
古
今
書
院
　
税
別
六
四
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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